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江
戸
末
期
に
お
け
る
広
島
地
方
の
政
治
・
文
化
の
中
心
は
東
に
福

山
藩
、
西
に
安
芸
藩
で
、
当
地
方
は
二
分
化
さ
れ
発
展
し
て
い
っ

た
。

竹
原
は
そ
の
中
間
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
沿
岸
に
面
し
て
製
塩
業
の

先
進
地
域
と
し
て
栄
え
、
全
国
的
に
は
塩
と
米
の
輸
送
中
継
地
と
し

て
有
名
で
あ
っ
て
、
各
地
の
文
物
・
文
化
が
流
入
し
た
。
そ
の
産
業

や
流
通
機
構
を
背
景
に
し
て
、
当
時
の
武
家
社
会
と
は
異
っ
た
豊
か

な
商
人
社
会
に
よ
る
文
教
尊
重
の
風
潮
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

当
地
区
に
お
い
て
代
表
さ
れ
る
文
化
的
人
脈
は
頼
山
陽
を
頂
点
に

お
く
頼
家
一
族
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
巾
広
い
交
友
に
は
秀
れ
た
先

覚
者
も
多
い
。

頼
山
陽
が
余
り
に
も
高
名
な
故
に
、
こ
の
地
方
で
有
名
で
あ
っ
て

竹
原
地
区
の
先
覚
者
た
ち

ｌ
頼
春
風
な
ど
に
つ
い
て
Ｉ

江

lll

義

雄

も
、
全
国
的
に
表
面
に
現
わ
れ
な
い
先
人
も
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
頼
春
風
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
他
こ
の
地
方
の

先
人
達
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

頼
春
風
（
宝
暦
三
年
’
一
七
五
三
ｌ
文
政
八
年
．
一
八
二
五
）
名
は
惟

彊
ま
た
は
惟
強
、
字
は
千
齢
ま
た
は
叔
義
で
あ
っ
て
、
幼
時
に
は
松

三
郎
の
ち
に
千
齢
と
い
っ
た
。

頼
春
水
の
弟
で
あ
る
春
風
は
明
和
六
年
、
十
四
歳
の
時
、
父
の
亨

翁
の
命
で
、
春
水
に
つ
い
て
上
阪
し
、
古
林
見
宜
塾
で
数
年
間
、
藤

岡
道
筑
に
つ
い
て
医
を
学
ん
だ
。

安
政
二
年
、
父
が
老
弱
に
な
る
に
及
び
帰
郷
し
開
業
し
た
。
在
阪

中
は
医
学
の
み
な
ら
ず
、
春
水
や
尾
藤
二
洲
ら
と
共
に
朱
子
学
を
学

ん
だ
。
門
弟
と
し
て
は
三
原
藩
の
儒
者
・
石
井
豊
洲
や
藤
原
春
徳
な

ど
が
あ
り
、
人
と
な
り
は
情
篤
く
、
兄
弟
仲
よ
く
、
山
陽
の
子
・
聿

庵
を
よ
く
輔
け
た
。

詩
文
・
言
に
す
ぐ
れ
、
竹
原
に
竹
原
耆
院
を
設
立
し
た
。
藩
よ
り

七
人
扶
持
、
御
医
師
格
を
与
え
ら
れ
た
が
、
終
身
隠
居
し
て
仕
え
な

か
っ
た
。
そ
の
屋
敷
は
現
在
も
春
風
館
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

著
述
と
し
て
は
『
芳
山
小
記
』
十
一
巻
、
『
適
肥
』
八
冊
、
『
春
風

館
詩
妙
』
二
巻
、
『
春
風
所
寄
』
三
十
二
巻
な
ど
が
あ
る
。
頼
山
陽
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は
何
度
も
竹
原
を
訪
れ
、
春
風
に
『
日
本
外
史
』
著
述
に
つ
い
て
の

相
談
や
詩
文
の
推
敲
を
し
あ
っ
た
と
い
う
。
春
風
の
長
子
は
景
讓
と

た
だ

号
し
、
兄
、
春
水
の
嗣
子
と
な
り
、
春
風
の
娘
．
唯
は
養
子
・
尚
平

を
迎
え
、
医
業
を
継
承
さ
せ
た
。

春
風
の
弟
で
あ
り
、
山
陽
の
叔
父
に
あ
た
る
碩
儒
・
杏
坪
は
藩
校

教
授
・
郡
代
官
を
つ
と
め
、
『
芸
藩
通
志
』
な
ど
を
編
纂
し
た
学
者

で
あ
っ
た
が
、
杏
坪
は
竹
原
の
文
化
発
展
に
尽
し
た
二
七
人
を
選

び
、
祭
神
と
し
て
祀
り
、
郷
賢
祠
を
文
政
十
年
に
建
て
た
。
そ
れ
に

医
師
と
し
て
祀
っ
た
も
の
に
寺
本
立
軒
（
一
六
五
○
’
一
七
三
○
）
、
塩

谷
道
碩
（
一
七
○
三
’
一
七
六
四
）
、
そ
れ
に
頼
春
風
の
三
名
を
あ
げ
て

い
る
。
立
軒
は
浅
野
藩
医
で
あ
っ
た
が
、
竹
原
に
来
て
唐
崎
定
信
と

共
に
、
こ
の
地
に
文
教
の
礎
を
築
い
た
。
塩
谷
道
碩
は
藩
儒
・
植
田

艮
斎
に
つ
き
、
京
で
学
び
、
頼
一
族
の
師
で
あ
り
、
詩
文
に
秀
れ
、

そ
の
屋
敷
は
竹
原
書
院
と
し
て
、
現
在
も
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

役
割
を
演
じ
て
い
る
。
そ
の
他
、
吉
益
東
洞
に
師
事
し
た
加
川
元

厚
、
中
西
深
斎
に
学
ん
だ
加
藤
柳
軒
や
立
軒
の
孫
・
斎
藤
悪
仲
は
塩

谷
志
師
に
つ
き
、
の
ち
京
の
浅
井
氏
に
つ
き
学
ん
だ
。

特
記
す
べ
き
事
項
と
し
て
は
、
こ
の
地
に
お
い
て
蘭
学
と
の
関
係

が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

橋
本
宗
吉
（
一
七
六
三
’
一
八
三
六
）
と
日
高
涼
台
（
一
七
九
七
’
一

八
六
六
）
の
両
人
で
あ
る
。

宗
吉
（
号
・
曇
斎
）
は
既
に
呉
、
中
野
、
長
門
谷
の
諸
氏
に
よ
り
詳

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
涼
台
に
つ
い
て
の
研
究
も
諸
家
に

よ
り
数
多
く
発
表
さ
れ
て
来
た
し
、
現
在
も
末
田
氏
に
よ
る
新
資
料

の
紹
介
が
あ
っ
た
。

こ
の
地
か
ら
の
適
塾
入
門
者
と
し
て
の
穂
波
捜
古
、
広
瀬
元
恭
塾

に
入
門
し
、
シ
ー
ポ
ル
ト
に
師
事
し
熊
本
藩
医
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
穂
波
謙
譲
の
名
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
現
地
で
は
不
詳
で
あ
り
、
関

係
地
域
か
ら
の
発
表
を
待
望
せ
ざ
る
を
得
な
い
。（

広
島
県
廿
日
市
市
）
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